
（別紙３）

～ 2025年　12月　31日

（対象者数）
23

（回答者数）
21

～ 2025年　12月　19日

（対象者数）
9

（回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

送迎業務を効率化するため、１人での通所が可能と考えられ

る利用者には、保護者と相談の上、１人通所を相談してい

く。また、公共交通機関を使った行事を段階的に増やしてい

く。

2

職員が環境を整えるだけでなく、利用者自身が環境を選択し

たり、整えたりする力を身につけていってもらう。

3

療育内で発生する場面だけでなく、社会全体に視点を向け、

幅広い場面を想定したソーシャルスキルトレーニング等の機

会を増やしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

事業所の特色を職員間で見直すとともに、特色を様々な媒体

や諸活動で外部に発信し、事業所の存在や特色を把握・理解

していただくことで、利用者の増加に繋げるとともに、地域

との関わりを増やしていく。

2

就学前施設や放課後児童クラブ等の地域資源を把握する。ま

た、連携の方法を探り、そのための働きかけを行う。

3

職員一同が自己研鑽や研修等を通じて、放課後等デイサービ

スや制度、支援に関する知識を深め、利用者や地域等に対し

て提供するサービスを向上させる。

事業所の特色が周囲にあまりPRできていない。 職員間で事業所の特色に対する意識に向上の余地がある。

また、特色をPRする方法に向上の余地がある。

就学前施設や放課後児童クラブ等の地域資源との繋がりが薄

い。

就学前施設や放課後児童クラブ等の地域資源の把握ができていな

い。また、連携の働きかけができていない。

利用者に提供するサービスや支援の幅が限定的である。 正職員の業界キャリア歴が浅く、放課後等デイサービスという事

業に対する知識・経験に向上の余地がある。

療育スペースが２部屋あり、それぞれ一定の広さがある。 ２部屋を「運動ができる部屋」「静かに過ごす部屋」と用途で使

い分け、それぞれの活動に心地よいと考えられる環境を提供して

いる。

ソーシャルスキルやコミュニケーションスキルの向上に注力

している。

ソーシャルスキルやコミュニケーションスキルを向上させるた

め、場面に応じて適した言動を職員と一緒に確認している。ま

た、適した言動を職員が一方的に伝えるだけでなく、利用者自身

にも考えてもらい、定着を図っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

駅から徒歩５分程度の場所に位置し、利便性がよい。 利便性がよいため、中学生や高校生の利用者には、希望に応じ

て、公共交通機関を使用して１人で通所してもらっている。ま

た、公共交通機関を使った行事を企画し、ソーシャルスキルや社

会的マナー等を身につけるトレーニングにも励んでいる。

○事業所名 通所支援ベルテールみなみ野園

○保護者評価実施期間
2025年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　12月　24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


